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１．はじめに 

 長野県諏訪市の蓼科保養学園では、小学 5 年

生が親元を離れ自然体験、生活体験、社会体験

が数多く組み込まれた 70 日間の長期寄宿体験

を送っている。また、併設されている学校では、

学習指導要領に基づく教育が行われている。 

長期の宿泊体験や自然体験活動などの教育

的効果については、これまで数多くの研究がさ

れてきたが、長期間の活動に参加した児童の具

体的な行動変容を扱った研究は報告されてい

ない。そこで本研究は、蓼科保養学園の教育的

効果を明らかにするため、児童の具体的な行動

変容プロセスに着目し、70 日間の長期寄宿体

験が及ぼす教育的効果を検証することを目的

とする。 

２．研究方法 

（１）蓼科保養学園の概要 

 蓼科保養学園は、大正 12 年に虚弱児童の心

身の鍛練と体位の向上のための施設として創

設された。現在は、諏訪市の児童福祉施設とな

り、子どもの心と体の健康づくり、精神面での

自立の促進、蓼科の恵まれた自然とのふれあい

の推進を目的に運営されている。入園対象児童

は、諏訪市内の小学 5 年生であり、年間 4 期、

各期 40 名の児童を募集している。18 名の職員

（園長、児童指導員、保育士、教員等）が、児

童の学習指導や生活指導、健康管理など、学園

生活全てのサポートを行っている。日常生活

は、日課表に沿って行われ、児童はホームと呼

ばれる部屋で 4～5 名で共同生活を送る。毎日

運動の時間があり、主にマラソンと竹馬に取り

組む他、キャンプやネイチャーゲーム、スキー

教室などの行事が行われている。 

（２）行動変容プロセス調査 

①調査対象及び調査内容 

指導者 6 名に、平成 X 年第Ｙ期入園児童から

男子 2 名、女子 2 名、計 4 名の調査対象児童を

選出し、行動を観察するよう依頼した。児童の

行動変容について、入園当初、中盤、退園後の

計 3 回のインタビュー調査を行い、データを収

集した。 

②分析方法 

 本研究では、データに密着した分析から独自

の理論を生成する、修正版グラウンデッド・セ

オリー・アプローチ（M-GTA）を分析方法と

して採用し、指導者のインタビューデータから

調査対象児童それぞれの結果図及びストーリ

ーラインを作成した。 

３．児童の行動変容プロセス 

4名の調査対象児童に関するインタビューデ

ータをM-GTAを用いて分析した結果、以下の

ことが明らかになった。 

①児童 A の行動変容プロセスは、〈何事にも自

信がない姿〉から〈意欲の高まり〉へ、さら

に〈意欲を持って取り組む姿〉へと変化した

ことが読み取れた。また、〈何事にも自信がな

い姿〉から〈友達との関わり〉を持つように

なり、それが〈意欲の高まり〉と〈意欲を持

って取り組む姿〉に影響を与えていたと読み

取れた。 

②児童 B の行動変容プロセスは、入園当初、

〈指導者との関わり〉を求めていたが、[指導 
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者、友達との関わりのバランス]が変化するこ

とで、〈友達との関わり〉が深まっていったこ

とが読み取れた。また、〈自発的に行動できな

い〉姿は〈指導者との関わり〉と[友達との深

い関わり]から影響を受け、〈自発的に取り組

む〉ようになったことが読み取れた。 

③児童 C の行動変容プロセスは、〈自己中心的〉

だった様子が〈自分の周りに意識が向く〉よう

になったことが読み取れた。また、入園当初[ホ

ームシック]を感じていたが、積極的に活動を

することや友達との関わりが影響して、[ホー

ムシックを克服]したと読み取れた。 

④児童 D の行動変容プロセスは、[学園生活に

ついていけない]様子、[対人関係が苦手]な様

子、[努力する]姿、[自己中心的]な姿、[友達か 

ら支えられる]姿、[周囲を考えた行動]をする姿

が学園生活を通して見られた。加えて、小カテ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴリーは形成されなかったものの、ホームシッ

クを感じている姿が見られた。また、概念を形

成できなかったが、できない自分を気にする

姿、学園生活終盤に友達に感謝の気持ちを伝え

る姿が見られた。 

４．まとめ 

児童の行動変容に関するデータを分析した

結果、調査対象児童は、「意欲を持って取り組

める」「友達と深い関わりを持つ」「自分の周り

に意識が向く」「自発的に取り組む」「ホームシ

ックを克服する」といった望ましい行動変容を

していることが明らかになった。これらの変容

は、友達との関わり、運動への取り組み、70

日という長い期間が、児童の自信や意欲、児童

同士の多様で深い関わりなどを生みだし、児童

の望ましい変容に影響を及ぼしていたと考え

られる。 

[体重の減少]

・体重が減る
・体重が減少し、
自信がつく

[代表として発表する]

・退園感想文を発表する
・本番で成功する

[意欲がある姿]

・運動に対して前向き

・自分を脱したいという
思い

・学園生活に対するやる
気・意欲

[走力の向上]

・マラソンがしっかりと走れる

・走り切れるという自信を持
つ

[人前で話せる]

・みんなの前で話せる
・自分の意見を発表できる

[積極的な姿]

・仕事を率先して行う
・係に立候補する
・自信がついてくる

[友達の支え]

・友達の後押しを受ける
・友達と一緒ならやる、できる

[友達・指導者との関わり]

・色々な友達と関わる
・男子と関わる

・友達と指導者に気持ちを
伝えられる

〈友達との関わり〉

〈意欲を持って取り組む姿〉

[消極的な姿]

・人前での発言に自信がな
い
・交友関係が上手く持てない
・特定の友達と関わる
・気持ちを伝えられない

[苦手意識・不安]

・運動が苦手

・初めてのことに対する
不安
・マイナス発言
・コンプレックスがある

〈何事にも自信がない姿〉

変化

影響

中カテゴリーに
関する矢印

小カテゴリー
間の矢印

〈〉：中カテゴリー
[] : 小カテゴリー
・ ：概念

※図の表記

〈意欲の高まり〉

図 1 児童 A の行動変容プロセスモデル 

[自己中心的]

・プライドが高い
・自分の非を認められない
・自分中心な考え

[対人関係が苦手]

・友達から強い口調で言われる
・友達とうまく関われない

・周りの状況や人の気持ちを察
するのが苦手
・話し合いをうまくできない

[努力する]

・繰り返すことで定着する
・頑張る姿

・マラソンの周数の計算ができる
時がある

[友達から支えられる]

・友達からの支え・理解
・友達の支えに甘える

[学園生活についていけない]

・毎日やっていることでも忘れてしまう
・身の周りのことができない
・行動が遅れてしまう

・一度にたくさんの説明をされると情報を処
理しきれない
・やるべきことに集中できない
・マラソンの周数の計算ができない

[周囲を考えた行動]

・相手を思いやる行動
・ダンスを踊るときに周りとそろえる

変化

影響

[] : 小カテゴリー
・ ：概念
・明朝 ：具体例

[学園生活についていけない]

[対人関係が苦手]

・ホームシック

・できない自分を気にする

・感謝の気持ちを伝える

図 4 児童 D の行動変容プロセスモデル 

[友達と関わらない]

・友達との関わりが浅い

・友達からの意見を聞き入
れない

[意見を受け入れる]

・友達からの声掛けを聞き入れられる
・話を聞き入れられる

[指導者を独占する]

・指導者とのスキンシップ
・指導者と話したい

[発言できる]

・とてもよく発言をする
・自分の意見を持っている

[やる気・自信がない姿]

・運動に対するやる気がない
・マイナス発言
・委員会で自信がない
・マラソンの周数をごまかす

[友達と一緒に活動]

・友達と遊ぶようになる
・友達と意気投合する

[頑張る姿]

・運動に前向きに取り組む
・215kmを約束の日に合格す
る

[指導者に自分を見ていてほしい]

・指導者の注目を集める
・指導者に見ていてほしいから頑張る

[友達との深い関わり]

・友達と意見を言い合う
・友達との別れを惜しむ
・友達といて安心する

・忘れ物が多く、時間管理が苦手
・指摘されてから取り掛かる

[上手く自己管理できない]

[基本的な生活習慣が身につく]

・整理整頓が出来るようになる
・規則正しい生活を送る

変化

影響

中カテゴリーに
関する矢印

小カテゴリー
間の矢印

〈〉：中カテゴリー
[] : 小カテゴリー
・ ：概念

[指導者、友達との関わりのバランス]

・指導者と関わりつつ、友達とも関わる
・指導者と一緒いるよりも友達と一緒にいる
・指導者とのスキンシップが減る

〈友達との関わり〉

〈指導者との関わり〉

〈自発的に行動できない〉

〈自発的に取り組む〉

図 2  児童 B の行動変容プロセスモデル     

[ホ ー ム シ ッ ク]

・ 生 活 日 記 に 寂 し い と 記 述 す る
・寂 し そ うな姿
・ 夜 中 に 起 き て し ま う
・ 食 事 が の ど を 通 ら な い

[か た くな な 性 格]

・ ア ド バ イ ス を 聞 き 入 れ な い
・ 頑 固 な 姿
・ 自 分 の 非 を 認 め ら れ な い

[自分の 思 う よ う に行 動 す る]

・や り た いと 思 っ た ら 、 や ら ず に は い ら れ な い
・自 分の や り た い こ と 以 外は や ら な い
・ 自 分 の こ と は や る
・ 状 況 や 人 の 気 持 ち を 考 え な い

[状況や 人 の 気 持 ち を 考 え る]

・ 状 況 や 人 の 気 持 ち を 考 え る
・ 竹 馬 検 定 を 積 極 的 に 見 る
・ お 楽 し み 会 で 役 割 を 果 た す

[積 極 的 な姿]

・ 竹 馬 検 定 を ト ッ プ 合 格する
・頑 張 ろ う と い う 気 持 ちを 持 っ て い る
・マ ラ ソ ンを 頑 張 っ て い る

[ホ ー ム シ ッ ク を 克 服]

・ホ ー ム シ ッ クに な る が 切 り 替 え ら
れ る
・ ホ ー ム シ ッ ク が な く な る

[友 達 と 関 わ ら な い]

・ 友 達 と 一 緒 に 活 動 し な い
・ 指 導 者 と の関 わ り を 求 め る

[友 達 と 関 わ る]

・ 友 達 と 遊 ぶ よ う に な る
・ 友 達 と 楽 し く 過 ご す

変 化

影 響

中 カ テ ゴ リ ー に
関 す る 矢 印

小 カ テ ゴ リ ー
間 の 矢 印

〈 〉： 中 カ テ ゴ リ ー
[ ]  :  小 カ テ ゴ リ ー
・ ： 概 念

〈自 己 中 心 的〉
〈自分の 周 り に 意 識 が向 く〉

図 3 児童 C の行動変容プロセスモデル 


